
極左暴力集団非公然アジトの発見にご協力を!!

極左暴力集団は、暴力革命による共産主義社会の実現を目指しており、過去
に爆弾等を用いた「テロゲリラ」事件や組織内での凄惨な「内ゲバ」事件を引
き起こしています。
現在は、その暴力性を隠して反戦・反基地運動等に取り組むとともに、市民

運動や労働運動にも介入しているほか、「テロ・ゲリラ」の実行部隊を擁して
いるなど、引き続き凶悪事件を引き起こす可能性があります。

北海道警察では平成11年と平成14年に、札幌市内の革マ
ル派非公然アジトを摘発しており、特に平成14年に摘発し
たアジトでは、警察無線を盗聴するための受信機や電話盗
聴器を仕掛けるための工具や機材等を押収、このことから
革マル派は、警察の捜査をかいくぐりながら、警察や対立
する組織や個人等に対し、電話盗聴等の違法な調査活動を
組織的に行っていることが明らかとなっています。

現在、警察では、平和で安全な社会を守るため、極左暴力集
団の根絶に向け、日夜、全力をあげて捜査に取組んでいます。
極左暴力集団は、普段は一般人を装っていても、どこか違う

行動をとることがあるので、
部屋への出入りの際、周囲を気にしている
密かに複数の人が出入りしている
一日中カーテンを閉め、部屋に閉じこもっている

など、少しでも「変だな？」と感じた場合は、すぐに警察署又
は近くの交番・駐在所に情報提供をお願いします。
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警察では、極左暴力集団に対する事件捜査やマンション、アパート等にある非
公然アジトの発見に向けた活動を推進するとともに、これらの活動に対する国民
の理解と協力を得るため、ウェブサイトをはじめとした各種媒体を活用した広報
活動を推進し、令和６年中、極左暴力集団活動家14人を検挙しています。
引き続き、警察では極左暴力集団による違法行為の取締りを徹底していきます。


